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会
社
』
で
は
な
く
、
世
界
中
の

dentsu

全
部
を
ひ
と
つ
の
チ

ー
ム
に
す
る
役
割
、
即す

な
わち

『
チ

ー
ミ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
』
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
」、「
多
様

な
視
点
を
も
と
に
、
全
て
の
顧

客
の
皆
さ
ん
と
共
に
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
一
緒
に
よ
り
良
い
社

会
を
作
っ
て
い
く
為
の
事
業
を

成
長
さ
せ
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
り
た
い
」。

　
が
、
豈あ

に
図は

か
ら
ん
や
上
場
以
来

初
の
営
業
赤
字
転
落
を
、
そ
の

直
後
の
２
月
12
日
に
発
表
し
ま

す
。
２
０
１
９
年
12
月
期
連
結

決
算
（
国
際
会
計
基
準
）
最
終

損
益
の
赤
字
額
が
８
０
８
億

円
。
五
輪
「
延
期
」
や
コ
ロ
ナ

禍
を
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
昨

年
末
段
階
で
の
数フ

ア
値ク

ト
で
す
。

　
遠
因
は
「
広
告
業
界
」
で
当

時
、
世
界
８
位
だ
っ
た
英
国
の

イ
ー
ジ
ス
・
グ
ル
ー
プ
を
４
０

９
０
億
円
で
買
収
し
た
２
０
１

３
年
３
月
26
日
に
遡

さ
か
の
ぼり
ま
す
。

名
称
変
更
し
た
ロ
ン
ド
ン
の

「
電
通
イ
ー
ジ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
社
」を
海
外
本
社
に
、「
１

「
最
優
先
の
課
題
は
、
労
働
環

境
の
改
革
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
」。

　

２
０
１
７
年
１
月
19
日
に

（
株
）電
通
が
取
締
役
会
で
〝
抜ば

つ

擢て
き
〞
し
た
山や

ま
本も

と
敏と

し
博ひ

ろ
常
務
執
行

役
員
の
、
社
内
外
に
発
し
た
コ

メ
ン
ト
冒
頭
部
分
で
す
。
４
日

後
の
１
月
23
日
に
社
長
執
行
役

員
と
な
る
彼
の
決
意
表
明
は
以

下
の
如ご

と
く
続
き
ま
す
。

「
強
い
決
意
の
も
と
、
社
員
と

共
に
改
善
施
策
を
着
実
に
遂
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。
経
営
の
健

全
性
や
透
明
性
の
確
保
を
図
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
強
化
す
る

と
同
時
に
、
当
社
の
企
業
価
値

の
源
泉
を
見
つ
め
直
し
て
、
新

し
い
電
通
の
創
造
に
向
け
て
、

全
社
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」。

　
入
社
１
年
に
満
た
ぬ
女
性
社

員
が
社
員
寮
で
自
害
し
た
の
は

２
０
１
５
年
12
月
25
日
で
し
た
。

翌
２
０
１
６
年
12
月
28
日
、
勤

務
時
間
を
過
小
に
申
告
さ
せ
、

長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い

た
労
働
基
準
法
違
反
の
疑
い

で
、
法
人
の
電
通
と
彼
女
の
当

時
の
上
司
が
東
京
地
方
検
察
庁

へ
書
類
送
検
さ
れ
ま
す
。

　
石い

し

井い

直た
だ
し

代
表
取
締
役
社
長

は
同
日
、
引
責
辞
任
を
会
見
で

表
明
。
電
通
は
、
取
締
役
会
の

構
成
員
で
す
ら
な
か
っ
た
〝
次

代
の
ホ
ー
プ
〞
の
下
で
「
労
働

環
境
の
改
革
」
へ
と
踏
み
出
し

ま
す
。
山
本
社
長
の
取
締
役
就

任
は
２
０
１
７
年
3
月
30
日
、

株
主
総
会
の
議
決
後
で
す
。

　
そ
の
２
年
後
の
昨
年
２
月
14

日
、
財
務
担
当
の
曽そ

我が

有あ
り
信の

ぶ
取

締
役
は
決
算
会
見
で
、
１
８
３

億
円
を
投
じ
て
２
５
０
施
策
を

実
施
し
た
と
い
う
「
働
き
方
改

革
」
の
成
果
を
強
調
。「
労
働

時
間
の
短
縮
と
業
務
品
質
の
向

上
を
両
立
出
来
た
」
と
。

収
益
を
海
外
に
依
拠
す
る
構
造

へ
と
変
容
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
然し

か
る
に
豪
州
や
中
国
を
含
む

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
、
よ
も

や
の
苦
戦
。
昨
年
９
月
時
点
で

７
８
８
６
億
円
ま
で
膨
張
し
た

　
２
歳
年
下
の
山
本
敏
博
氏
と

は
１
年
程
前
ま
で
メ
ー
ル
を
遣や

り
取
り
し
、
幾
度
か
２
人
で
お

目
に
掛
か
っ
て
い
た
間
柄
。
２

０
１
３
年
に
共
通
の
知ち

己き

を
介

し
て
邂か

い
逅こ

う
し
た
際
、
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
１
９
８
８
年
か
ら

４
年
間
、
僕
が
責
任
編
集
の
会

員
制
雑
誌
『
田
中
康
夫
の
ト
レ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
』
購
読
者
で
、

１
９
９
８
年
か
ら
11
年
半
に
亘わ

た

っ
て
月
曜
日
に
出
演
し
て
い
た

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「BA

T
T
LE 

T
A
LK
 RA
D
IO

ア
ク
セ
ス
」

の
聴
取
者
で
も
あ
っ
た
と
。

「
９
・
11
」
や
政
権
交
代
と
い

っ
た
国
内
外
の
大
き
な
変
化
に

直
面
し
た
際
、
田
中
康
夫
は
ど

う
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
耳

　
午
後
10
時
〜
午
前
５
時
の
全

館
消
灯
、
持
ち
帰
り
残
業
の
禁

止
、毎
月
１
回
の
週
休
３
日
制
、

１
人
当
た
り
年
間
１
０
０
時
間

以
上
の
研
修
。
社
員
の
心
身
状

況
を
毎
日
パ
ソ
コ
ン
で
質
問
し

て
把
握
、
定
型
作
業
を
自
動
化

す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ

ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｒ
Ｐ

Ａ
導
入
。〝
風
紀
委
員
〞の
如
く

列
挙
し
、「
守
り
の
投
資
」
か

ら
「
攻
め
の
投
資
」
で
「
成
長

の
足
掛
か
り
を
作
る
」
と
胸
を

張
り
ま
し
た
。

　
そ
の
「
電
通
」
は
今
年
１
月

１
日
、
事
業
会
社
（
株
）
電
通

を
筆
頭
に
「
国
内
に
約
１
３
０

社
、
海
外
に
約
９
０
０
社
の
企

業
集
団
で
構
成
」
さ
れ
る

純ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

粋
持
株
会
社
体
制
へ
移
行
。

「
旧
電
通
」
社
長
の
山
本
氏
が

（
株
）
電
通
グ
ル
ー
プ
代
表
取

締
役
社
長
執
行
役
員
に
就
任
。

「
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
『
持
株

「
の
れ
ん
」
の
減
損
損
失
７
０

１
億
円
分
を
計
上
。
赤
字
転
落

し
ま
し
た
。「
の
れ
ん
代
」と
は
、

「
買
収
さ
れ
た
企
業
の
時
価
総

額
純
資
産
」
と
「
買
収
価
額
」

の
差
額
を
意
味
し
ま
す
。

を
傾
け
る
羅
針
盤
だ
っ
た
。

〝
こ
そ
ば
ゆ
い
〞
評
価
を
賜

た
ま
わ

っ

た
返
礼
と
し
て
僕
は
２
０
１
６

年
11
月
段
階
で
、
具
体
的
提
言

を
口
頭
と
書
面
で
伝
え
て
い
ま

す
。

　
カ
レ
ッ
タ
汐
留
本
社
全
館
一

斉
消
灯
こ
そ
、
頭
隠
し
て
尻
隠

さ
ず
な
机
上
の
空
論
で
は
な
い

で
す
か
と
。
放
送
事
故
が
起
き

た
深
夜
番
組
の
電
通
側
の
担
当

者
が
、「
過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
法
に
基
づ
き
、
対
応
は
明

朝
以
降
に
行
い
ま
す
」
と
言
え

る
訳
も
な
い
で
し
ょ
う
に
と
。

　
Ｅ
Ｕ
は
１
９
９
３
年
に
、
例

え
ば
深
夜
２
時
ま
で
働
い
た
ら

翌
日
は
13
時
以
降
と
い
う
具
合

に
、
時
間
外
労
働
の
終
了
か
ら

１
０
ヶ
国
・
地
域
で
事
業
展
開

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」
を

標ひ
よ
う
榜ぼ

う
。

　
そ
の
後
も
Ｍ
＆
Ａ
を
加
速
。

僅
か
５
年
で
１
６
４
社
を
傘
下

に
収
め
、
１
４
５
ヶ
国
・
地
域

に
６
万
６
千
名
の
従
業
員
へ
と

急
拡
大
。
英
Ｗ
Ｐ
Ｐ
、
米
オ
ム

ニ
コ
ム
、
仏
ピ
ュ
ブ
リ
シ
ス
、

米
イ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
の

「
ビ
ッ
グ
４
」に
次
ぐ
地
歩
を
築

い
た
「
電
通
」
全
体
の
売
上
総

利
益
に
占
め
る
国
内
比
率
は
85

％
か
ら
43
％
に
半
減
。
57
％
の

電
通
独
自
の
働
き
方
を
提
起
す
べ
き
だ
っ
た

　
日
本
最
大
の
広
告
代
理
店
、
電
通
に
厳
し
い
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
２

０
１
５
年
に
は
社
員
の
過
労
自
殺
が
あ
り
、
い
ま
給
付
金
委
託
「
中
抜
き
」
問
題
で

国
策
企
業
と
指
弾
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
電
通
の
迷
走
ぶ
り
は
、
日
本
の
産
業
構
造
、

労
働
環
境
の
縮
図
だ
と
看
破
す
る
異
能
作
家
が
、
友
人
で
も
あ
る
山
本
敏
博
電
通
グ

ル
ー
プ
社
長
に
峻
烈
な
直
言
を
呈
し
つ
つ
、
問
題
の
核
心
を
明
ら
か
に
す
る
―
。

いまや「グローバル企業」となった電通グループの代表取締役社長・山本敏博氏

田中康夫
令和 景風 論❺「電通」化する日本

巨大広告代理 店はなぜ迷走したか

たなか・やすお……1956年生まれ。作家。元長野県知事。
「電通」化する日本 まとめサイト　https://tanakayasuo.me/dentsu/
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僕
達
は
、
世
間
の
厳
し
い
目
と

向
き
合
わ
ね
ば
」。

　
そ
れ
は
２
０
１
７
年
９
月
22

日
の
初
公
判
に
自
ら
東
京
簡
易

裁
判
所
へ
と
出
廷
し
た
山
本
氏

が
、
社
長
抜
擢
の
話
も
無
か
っ

た
時
分
に
述

じ
ゆ
つ
懐か

い
し
た
言
葉
。

「
田
中
さ
ん
、
判
決
は
出
ま
し

た
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
で
す
」。

　
法
人
と
し
て
の
電
通
に
労
基

法
違
反
で
罰
金
50
万
円
が
言
い

渡
さ
れ
た
同
年
10
月
６
日
、
本

社
に
戻
る
車
中
か
ら
の
電
話
で

ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
働
き

方
と
休
暇
の
あ
り
方
を
電
通
が

打
ち
出
し
、
政
府
に
認
め
さ
せ

て
こ
そ
面
目
躍
如
。
実
現
に
向

け
、
社
内
の
霞
が
関
出
身
者
に

汗
を
か
い
て
貰も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

「
11
時
間
」
の
尺
の
諾だ

く
否ひ

は
議

論
す
る
と
し
て
、
日
本
版
「
イ

ン
タ
ー
バ
ル
条
項
」
を
満
た
さ

ず
に
勤
務
し
た
時
間
を
合
算
。

「
有
休
」
と
別
立
て
で
翌
月
以

降
に
纏ま

と
め
て
取
得
可
能
な
、
し

な
や
か
な
発
想
こ
そ
第
一
歩
。

と
は
言
え
「
毎
日
が
日
曜
日
」

か
と
隣
近
所
に
不
審
が
ら
れ
、

同
僚
・
上
司
に
迷
惑
を
掛
け
て

な
い
か
と
思
い
煩わ

ず
らう
の
が
日
本

の
生
真
面
目
な
働
き
蜂
。

　
超
過
労
働
時
間
を
最
大
５
年

有
効
の
ポ
イ
ン
ト
に
換
算
し
て
、

国
外
の
電
通
事
業
所
で
勤
務

の
、
日
本
語
以
外
が
母
国
語
の

社
員
と
同
様
、
最
低
で
も
連
続

10
日
取
得
の
ヴ
ァ
カ
ン
ス
を
義

務
付
け
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

「
電
通
へ
の
怨え

ん
嗟さ

の
声
が
、
こ

ん
な
に
大
き
い
と
は
。
認
識
が

甘
か
っ
た
。
で
も
、
逃
げ
ず
に

与
型
公
益
法
人
は
「
天
下
り
の

温
床
」
だ
と
批
判
を
受
け
、
考

案
さ
れ
た
の
が
「
補
助
金
執
行

一
般
社
団
法
人
」
で
す
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
性
確

保
」を
掲
げ
て
、奇く

し
く
も「
３・

11
」
直
前
の
２
０
１
１
年
２
月

22
日
に
設
立
。
７
０
０
０
億
円

以
上
の
交
付
を
経
産
省
の
外

局
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら

受
け
た
「
Ｓ
Ｓ
Ｉ
環
境
共
創
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
」。
電
気
事
業
連

合
会
、
石
油
連
盟
等
17
の
社
員

企
業
・
団
体
の
中
に
電
通
も
、

子
会
社
３
社
を
含
め
て
名
前
を

語
っ
た
言
葉
で
す
。

　
そ
の
改
め
て
の
決
意
に
僕
は

接
し
、
身
の
丈
も
弁わ

き
まえ

ず
「
建け

ん

白ぱ
く
」
を
行
っ
た
際
に
付
け
加
え

た
内
容
を
反は

ん

芻す
う

し
ま
し
た
。

「
人
事
や
労
務
に
限
ら
ず
、
専

門
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
大た

い

層そ
う
な
制ゆ

め
も
の
が
た
り

度
設
計
を
提
案
す
る
け

ど
、
結
果
責
任
と
は
無
縁
だ
も

の
ね
。代
理
店
と
い
う
仕
事
柄
、

『
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
』
に
頼

り
切
る
弊マ

イ
害ナ

ス
は
山
本
さ
ん
も
痛

感
さ
れ
て
ま
す
で
し
ょ
」。
彼

は
黙
っ
て
微
苦
笑
し
ま
し
た
。

な
い
。
自
分
で
自
分
の
面
倒
を

見
る
の
が
国
民
の
義
務
だ
」
と

「
自
己
責
任
論
」
を
掲
げ
た
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
の

経
済
的
新
自
由
主
義
と
は
本

来
、「

ち

よ

く

せ

つ

と

り

ひ

き

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
」「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
」

で
ム
ダ
を
排
す
る
筈は

ず

で
し
た
。

そ
の
申
し
子
を
「
自
任
」
す
る

御た
け
な
か
　
へ
い
ぞ
う

仁
が
「
令
和
の
政
商
」

と
揶や

揄ゆ

さ
れ
る
の
は
、〝
濡ぬ

れ
手

で
粟あ

わ
〞な「
中ち

ゆ
う
か
ん
さ
く
し
ゆ

抜
き
ビ
ジ
ネ
ス
」

連
ね
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
総
務
省
所
管
で
９
月

開
始
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
消
費
活
性
化
と
官
民
共

同
利
用
型
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
基
盤
の
構
築
事
業
」
を
、
定

款
「
目
的
規
定
」
に
該
当
し
て

い
な
い
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
何
故
か
事
務

局
と
し
て
３
５
０
億
円
で
受
託

の
後
、
電
通
に
再
委
託
。
山
本

氏
と
共
に
電ホ

ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス

通
グ
ル
ー
プ
代
表

取
締
役
を
務
め
る
櫻

さ
く
ら

井い

俊し
ゆ
ん

副

社
長
は
総
務
省
事
務
次
官
経
験

者
で
す
。

い
て
は
経
済
に
好
循
環
を
生
む

〝
魔
法
の
杖つ

え

〞
だ
と
美
化
す
る

前
に
、
欧
州
型
「
職
務
給
」
と

日
本
型
「
職
能
給
」
の
違
い
を

公
益
社
団
法
人
Ａこ

う
き
よ
う
こ
う
こ
く
き
こ
う

Ｃ
ジ
ャ
パ
ン

を
通
じ
て
国
民
に
周
知
す
る
の

も
大
切
な
「
弘こ

う
報ほ

う
」。

　
欧
州
は
、
仕
事
内
容
に
応
じ

て
採
用
さ
れ
、
賃
金
も
決
ま
る

職
務
給
。
だ
か
ら
正
社
員
・
パ

　
再
び
「
電
通
」
が
指し

弾だ
ん
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
閣
総
理
大
臣
が

議
長
の
未
来
投
資
会
議
で
民
間

議
員
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮

問
会
議
で
も
有
識
者
議
員
を
兼

任
の
竹
中
平
蔵
東
洋
大
学
教
授

が
取
締
役
会
長
と
し
て
君
臨
す

る
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、

浮
利
を
貪む

さ
ぼる「
国
策
実
働
部
隊
」

だ
と
有あ

ら
れ
も
無な

く
。

「
社
会
な
ん
て
も
の
は
存
在
し

の
欺ム

瞞ダ

に
対
す
る
〝
市し

井せ
い

の

臣し
ん

〞か
ら
の
静
か
な
異
議
申
立
。

　
総
額
２
兆
３
１
７
６
億
円
の

「
持
続
化
給
付
金
」
事
業
を
経

済
産
業
省
の
外
局
・
中
小
企
業

庁
か
ら
７
６
９
億
円
で
事
務
委

託
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
「
サ

ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議

会
」が
20
億
円
を「
中
抜
き
」後
、

電も
ち
か
ぶ
が
い
し
や

通
グ
ル
ー
プ
直
接
出
資
子
会

社
の
電
通
が
７
４
９
億
円
で
支

給
業
務
を
再
受
託
。
電
通
は
系

列
５
社
に
外
注
。
実
際
の
事
務

作
業
に
携
わ
る
の
は
「
非
正
規

雇
用
労
働
者
」
に
他
な
り
ま
せ

ん
。

　
従
来
型
公
共
事
業
の
「
元も

と
請う

け
・
下
請
け
・
孫
請
け
・
ひ
孫

請
け
」の
構ス

キ
ー
ム図
と
異
な
り
、「
真

ん
中
」
に
電
通
が
、
そ
の
「
真

後
ろ
」
に
経
産
省
が
鎮
座
。

脚シ
ナ
リ
オ本
を
経
産
省
が
手
掛
け
た
令

和
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
「
丸
投

げ
」
改
め
「
丸
上
げ
」
と
「
丸

下
げ
」の
合れ

ん
き
ん
じ
ゆ
つ

わ
せ
技
な
の
で
す
。

　

中
央
区
築
地
の
集
合
ビ
ル

の
、
誰
も
常
駐
せ
ぬ
一
室
が
登

記
地
で
、電
話
番
号
は
非
公
開
、

　
代
表
取
締
役
の
山
本
、
櫻
井

両
名
は
逃
げ
ず
に
国
民
と
向
き

合
い
、
会
見
に
臨
む
べ
き
。
と

ま
れ
、
も
う
一
点
、
山
本
氏
に

伝
え
た
内
容
を
載
録
。

「
同
一
賃
金
・
同
一
労
働
」
は

正
社
員
と
非
正
規
労
働
者
の
格

差
を
埋
め
、
女
性
や
高
齢
者
も

就
労
可
能
な
環
境
を
醸
成
し
、

消
費
や
出
生
率
の
増
大
を
、
延ひ

ー
ト
を
問
わ
ず
、
同
一
賃
金
・

同
一
労
働
を
適
用
し
や
す
い
。

他
方
、
終
身
雇
用
や
年
功
序
列

が
労
働
慣
行
だ
っ
た
日
本
は
、

仕
事
内
容
に
加
え
て
責
任
の
度

合
い
や
能
力
・
成
果
も「
勘
案
」

し
て
賃
金
が
決
ま
る
職
能
給
。

同
一
賃
金
・
同
一
労
働
が
定
着

し
な
い
大お

お
本も

と
の
原
因
で
す
。

　
日
本
の
公
務
員
業
界
こ
そ
正

規
・
非
正
規
の
格
差
問
題
が
深

刻
。
既
に
２
０
１
２
年
段
階
で

地
方
公
務
員
の
３
人
に
１
人
が

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
非
正

規
雇
用
。
非
正
規
国
家
公
務
員

も
９
割
以
上
が
任
期
1
年
毎ご

と
の

契
約
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
の

３
分
の
２
は
非
正
規
。
而し

か

も

「
公
務
員
」
な
の
で
労
働
基
準

法
も
労
働
保
護
法
も
適
用
外
。

実
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
官
庁
」
だ
っ

た
厚
生
労
働
省
に
強
制
捜
査
の

「
恩
を
〝
恩
〞
で
返
す
」
気き

概が
い

こ
そ
、「
イか

く

し

ん

て

き

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な

ソも
ん
だ
い
か
い
け
つ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
掲
げ
る

電
通
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
。

　
以
下
は
２
０
１
８
年
５
月
16

日
、
水み

ず
島し

ま
正ま

さ
幸ゆ

き
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
ホ

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
も
取
り
外
し
、

Ｈ
Ｐ
も
１
年
近
く
未
更
新
。
電

通
ジ
ャ
パ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
筆

頭
執
行
役
員
が
共
同
代
表
理

事
、
電
通
Ｏ
Ｂ
が
業
務
執
行
理

事
の
「
幽ペ

ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

霊
法
人
」
は
、
２
０

１
６
年
に
も
「
サ
ー
ビ
ス
産
業

海
外
展
開
基
盤
整
備
事
業
（
お

も
て
な
し
企
画
認
証
に
係
る
認

定
機
関
及
び
認
証
機
関
の
立
ち

上
げ
・
運
用
支
援
等
）」
を
４

６
８
０
万
円
で
経
産
省
か
ら
単

独
受
注
。
公
募
開
始
日
２
０
１

６
年
５
月
16
日
に
法
人
登
記
の

「
強

き
よ
う
者し

や
」
で
す
。

「
不
正
な
利
益
を
（
事
務
委
託

費
で
）
得
る
余
地
は
無
い
」
と

６
月
８
日
午
後
の
衆
議
院
本
会

議
で
断
言
し
た
安
倍
晋
三
首
相

と
平ひ

よ
う
そ
く仄

を
合
わ
せ
る
か
の
如

く
、
同
日
夜
半
に
電
通
の
榑く

れ
谷た

に

典の
り

洋ひ
ろ

取
締
役
副
社
長
は
会
見

で
、「
日
本
で
実
施
さ
れ
た
事

の
な
い
非
常
に
難
し
い
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
言
明
し

ま
す
。

「
外
郭
団
体
」
と
呼
ば
れ
し
行

政
委
託
型
公
益
法
人
＝
権
限
付

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役

社
長
と
の
公
開
対
談
に
於お

け
る

山
本
氏
の
発
言
で
す
。「
個
人

や
社
会
の
、
そ
の
広
告
の
対
象

物
に
於
け
る
考
え
方
や
意
見
が

前
よ
り
も
よ
り
良
く
変
わ
る
こ

と
、
そ
れ
こ
そ
が
広
告
の
機
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
御ぎ

よ

意い

。「
初
心
忘
る
べ
か
ら

ず
。
心
あ
る
社
員
や
取
引
先
の

為
に
も
」
と
彼
が
62
歳
を
迎
え

る
前
日
５
月
30
日
に
ツ
イ
ー
ト

し
た
僕
は
、「
中や

ら
ず
ぼ
つ
た
く
り

抜
き
」
と
は

異
な
る
真
っ
当
な
仲
介
役
の
代

理
店
は
、
ｅち

よ
く
せ
つ
と
り
ひ
き

コ
マ
ー
ス
の
時
代

に
於
い
て
も
信
頼
と
存
在
価
値

を
得
続
け
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
個
々
の
立
場
を
越
え
て

「
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
に
集
う
私
達
が
拳け

ん
拳け

ん

服ふ
く

膺よ
う

す
べ
き
「
三さ

ん
方ぽ

う
良よ

し
」
の

矜き
よ
う

持じ

と
諦て

い
観か

ん
な
の
で
す
。

　
が
、
そ
う
し
た
「
良
心
」
の

持
ち
主
を
も
、
い
と
も
無
慈
悲

に
併へ

い
呑ど

ん
し
、
消
費
し
て
い
く
昨

今
の
「
世ニ

ツ
ポ
ン

の
中
」。
こ
の
先
、

私
達
は
何ど

処こ

へ
向
か
っ
て
い
く

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
？

次
の
勤
務
開
始
ま
で
11
時
間
の

間
隔
を
義
務
付
け
る
「
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
」
を
制
定

し
た
け
ど
、
職
住
近
接
と
程
遠

い
日
本
で
は
湘
南
在
住
と
港
区

在
住
で
通
勤
時
間
も
異
な
る
か

ら
、
睡
眠
時
間
に
多た

寡か

が
生
じ

て
し
ま
う
よ
ね
。

　
防
戦
一
方
な
電
通
を
冷
笑
す

る
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
だ
っ
て
、

睡
眠
３
時
間
で
３
日
連
続
没
頭

す
る
Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
・

編
集
、
新
聞
や
雑
誌
の
降こ

う

版は
ん
・

校
了
、
プ
レ
ゼ
ン
準
備
や
広
告

物
デ
ザ
イ
ン
等
々
、
日
付
変
更

線
超
え
は
日
常
茶
飯
事
。
こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
電
通
へ
と
〝
口こ

う
撃げ

き
〞

〝
介
入
〞
す
る
永
田
町
や
霞
が

関
と
て
、
現
場
で
酷
使
さ
れ
て

る
秘
書
や
官
僚
の
勤
務
は
平
成

版
「
女じ

よ
工こ

う
哀あ

い
史し

」
状
態
。

　
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
。
昭
和

22
年
＝
１
９
４
７
年
制
定
の
、

長
き
に
亘
っ
て
「
実げ

ん
態じ

つ
」
か
ら

乖か
い

離り

し
た
、「
個に

ん

人げ
ん

」
不
在
で

「
組け

い
織え

い
」
と
「
組く

み
織あ

い
」
が
同ど

う
衾き

ん
す

る
労
働
基
準
法
「
36
協
定
」

の
呪で

き
レ
ー
ス縛を
解
き
放
ち
、
シ
ン
プ

経
産
省
が
描
い
た「
令
和
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
良
心
」が
呑
み
込
ま
れ
た
果
て
の
社
会

田中康夫令和 景風 論

サ
ブ
ロ
ク
き
よ
う
て
い

し

や

か

い
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